






















Study of psychological effects due to the special needs school teachers





















































































































































































































性別 年齢 職歴 支援対象児 困った行動
１ A先生 女性 ２０代 ６年 Uくん（小３，男児）自閉症
コミュニケーションでのフラストレーショ
ンがたまると不適切な行動をしてしまう





３ C先生 女性 ３０代 １０年 Wさん（小４，女児）知的障害
宝物を持っていないと安定して授業に取り
組めない





５ E先生 女性 ３０代 ６年 Yくん（小１，男児）自閉症
不安が強く注意されることに敏感，奇声を
あげてしまう
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